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進
し
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反
對
に
そ
の
砘
類
を
增
加
せ
し
ひ
る
事
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く
し
：て
單
に
|1
)
の
數
级
を
咐
办
す
る
も
の
は
與
の
限
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を
低
下
す
可
し』
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、
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::
か
べ
て
ぼ
ヰ
？

は
財
の
消
费
に
基
づ
ぐ
主
觀
的
價 

値
の
理
論
の
構
敗
^
入
れ
る
が
吾
人
は
此
の
ー
篇
に
於
，
 

て
は
81
:
#

の
經
濟
的
進
步
に
於
け
る
消
費
の
意
義
を
明 

か
に
す
る
に
止
め
、
そ
が
惯
値
に
對
す
る
關
係
並
び
に 

經

濟

學

上

，の

落®
的
要
素
分
配
等
の
問
題
化
就
て
は
f
 j 

及
せ
ざ
る
可
く
僅
か
k
次
の 

一
Mr
を
«
て
'w
l
の

輪

を

終j 

.ら
ん
^
す
。 

：
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動
的
社
脅
に
於
て
ば
消
赞
の
限
界
的
加
量
の
價
値
のj 

上
騰
す
る
に

ょ
つ
て
生
舰
的
偾
値
は
上
避
す
る
の
倾
的j
 

あ
り
。
：社
#
の
發
達
に
於
け
る
各
連
«

»
時
代
は
i
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の
總
惯
値
を
し
て
漸
次
そ
0
總
效
用
に
近
か
ら
し
め
ん 

VJ

す
。
たV

此
の
法
則
の
意
_
を
充
分
に
評
價
せ
ん
に

.は
，興
の
見
地
が
池
毀
者
：の
兌
場
な
る
事
を
念
頭
に
骰
か

第
十1

號

一

ニ
八
：

ざ
る
可
か
ら
す
。
消
爽
蒋
の
.價
値
は
緣
屋
衣
服
食
糧
誠 

び
に
谷
秫
の
完
成
品
に
關
す
。
，
其
は
消
费
の
祺
位
の
惯 

値
代
し
て
池
费
蒋
が
享
樂
を
求
め
得
る
補
充
的
貨
物
の 

集
^
の
偾
値
な
6
。
費

用(

8
S
Vは
價
倣
を
決
定
すV 」 

信
ず
る
に
依
て
古
典
的
經
濟
學
者
は
當
然
に
典
の
惯
値 

硏
究
を
生
產
蒋
ょ
り
發
せ
り
:0
然

れ

共

愤

値

を

以

て
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の
主
觀
的
狀
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依
ら

し

む
る
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以
て
矛
盾
な
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费
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S 歐 
其 米
の 經

• : 研 濟  

究 史  

木 ：法 界
の

r , へ ニ 隊

勢

5T
ト-邐- .9-a

:*
•
;'
:
五
、
諸
發
達
の
綜
合
の
必
婴 

E
に
惟
ふ
に
：特
殊
な
：る
研
究
を
繼
鑛
し
つ
、
も
亦
晋
ぃ 

人
は
綜
合
^
對
し
て

-—
*
層
の
洼
®
を
^
け
、
»
*
せ
る 

硏
鑽
の
教
千
を
綜
合
し
將
來
の
研
究
を
指
導
す
る
を
得 

べ
き
.で
あ
る
.。

JE
R
吾
人
の
あ
る
者
は
旣
k
經
濟
史
に 

對
し
嫌
焉
た
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
M
し
斯
學
が
當
時 

ゆ
流
行
を
宇
寫
ず
る
が
如
く
此
の
境
域
彼
の
境
域
e
轉 

々
し
、

㈣
べ
ば
現
在
^

於
て
は
资
本
ご
勞
働
に
傾
き
て 

全
般
の
现
解
に
必
喪
な
る
旣
じ
認
識
せ
ら
れ
た
密
接
な 

關
係
を
有
す
る
他
の
重
要
な
る
部
■
を
，闕
都
せ
る

が
如 

&
事
之
で
ぁ
る
。
-'
私
は
.所
詮
斯
學
0
最
上
0
興
味
は
次

ぎの，一一
^

の
平
衡
^

求
む
る
に
あ
る
事
を
信
ず
る
、
即 

も(

一)

视
在
の
差
迫
つ
た
同
題
を
滕
史
的
見
地
か
ら
研 

究
す
る
事
及
び

.2}

斯
學
の
趣

3ti
l

を
完
成
す
る
..に必
恶 

な
る
彼
の
閑
却
せ
ら
れ

た
る

方
®

の
研
究
が
之
れ

)

であ 

る
？
.蓋

し
綜
命
的
獅
究
|

ず
る
欲
求
は
常
に
分
析
的 

.硏
究
R

對
す
各
«

求
-

交
猶
ず
る
。
 

.
杳
人
は
こ
の
振
子
の
振
動
が
第
十
八
肚
紀
の
初
め
か 

.ら
第
十
九
世
紀
末
に
■至る
各
時
代
に
起
つ
た
の
を
見
名 

ぃ事が出來

.
•る、

其
の

§
®

の
®

動
I

舊
歷
史
派

_

»

,
 

.者
の
燥
急
な
綜
合
に
對
す
る

K
tf
i

eし
て
の
特
殊
硏
究 

'に
對
す
る
も
の

.で
あ
つV

、

こ
の
傾
向
は
シ
ズ

T

ラ
 

丨
の
流
派
の
周
圃
に
結
晶
し
た
。

 

彳
.

»
學
の
现
狀
に
於
て
の
主
®
な
る
綜
合
は
一
筒
の
中 

心
主
題
を
以
て
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
6
な
い
。
其
處
で 

問
題
は
此
の
主
題
：、
他
の
す
ベ
て
の
間
題
が
其
の
•周
圍 

.に
廻
轉
す
る
處
の
主
題
を
黴
見
す
る
に
あ
る
。
此
の
.主 

題
：が
何
で
.あ
；
る

か

：
に

關

(

しV
.

殆
ざ
裳
馬
の
一
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が
な
へ
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米
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勢
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究
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十
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い
。
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然
し
貨
物
交
換
の
作
用
を
以
て
他
处
す
ベ

C

の 

も
の
が
其
.の
周
圆
を
眞
化
廻
轉
す
る
中
心
ビ
しV

 §
1

め 

る
傾
向
が
增
加
b 

o 

\
あ
名
。；勿
論
菩
人
が
心
に
藤
史 

的
發
達
を
蹲
へ
る

な
ら
ば
®
:々
は
之
を
最
初
は
直
接

 ̂

方
双
ド
ょ
b
後
に
は
交
換
に
麻0

て
爲
し
遂
げ
た
人
間 

の
物
質
的
憋
_

の
滿
.足
に
擴
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

S

。
茬
し
此
の
推
論
が
許
さ
る
べ
冬
も
の
で
あ
る
な
ら 

ば
' '

®
入
の
有
す
る
生
產
の
す
、ベ
て
の
種
類
衣
對
す

る

 

»
礎
的
階
段
は
次
ぎ
の
，如
く
：で
t

ぅ
、
：(4

1
自
罾 

:

若
し
く
ば
其
の
親
族
に
依
る
霞
.接
使
：用
の
爲
め
の
生 

產
"0

:

ご
直
接
に
消
费
者
に
販
賣
ず
る
爲
め
の
^
*
了

(

三
’

)

：

I ：

介
者
を
通
ず
る
販
寶
の
©
め
の
生
產
が
即
ぢ
之
.

.̂
 

• 

1

.1 
i 
<

れ
で
あ
る
。

.

:
ニ〉

•
ノ 

,

匆
論
菩
人
は
踪
备
の
前
^
提
く
且
.つ
熟
心
^
11
-ー
ま
ら 

ざ
る
を
得
な
い
。
而
し
て
®
人
の
必
婴w

す
る
も
の
.は 

優
れ
た
思
想
で
あ
る
か
も
、
或
は
苦
痛
な
努
力
の
連
續 

で
あ
る
か
も
じ
れ
ぬ
。
m

K
灼
吾
人
は
此
の
方
向
に
於

け
る
人
類
學
者
及
び
社
會
學
者
の
未
だ
完
璧
で
は
な
い 

が

"
數
篇
の
論
說
を
記
憶
：す
る
',
4
ォ
ッ
ベ
ン
ハ
ィ
マ 

1

(
o
o
p
e
n
h
e
i
m
e
r
)

の 

i'neorie 

cler 

R
d
n
e
n

 

u
a
d
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o
k
o
n
o
m
i
e

 (I9TO
)

の
如
さ
其
0

一
つ
で
あ 

る
0
尙
ほ
こ
の
以
上
に
問
题
た
る
は
經
濟
史
が
未
だ
施 

■當
な
る
内
容
®
し
く
は
充
分
に
廣
き
範
11
を
^
へ
ら
れ 

■■
:
て
居
な
.，い
S
い
ふ
事
で
あ
つ
て
、
若
し
吾
人
が
後
に
分 

配
に
，對
し
て
.も
同
樣
..の
重
.
®
附̂
す
る
ヤ
し
た
«
ら
ば 

:生
產
の
：み
の
考
盧
に
甚
く
綜
合
は
殆W

完
全
な
る
も
，の 

で
は
な
い
。
然
し
.若
し
吾
入
が
#
人
の
仕
摩
を 
一一一̂

、

:

即
ち
生
〃
產
を
取
扱
ふ
經
濟
m

s
、
分
配
を
取
扱
ふ
社
會 

.

:

史
ビ
、
第
三
に
經
濟
思
想
の
歷
史
^
に
分
つ
な
ら
ば
吾 

人
の
社
會
の
進
步
に
就
て
の
理
解
は
最
も
進
ん
だ
も
の 

で
あ
つ
た
ら
ぅ
，
が
か 
>
る
三
重
の
分
岐
が
維
持
せ
ら 

れ
る
^
0 
€
.
に
拘
ら
す
、•
此
の
三
*
の
中
の
各
自
は
« 

の
他
の
者
を
：心
代
置
い
て
研
究
さ
れ
る
だ
ら
う
o
こ
れ 

を

1£
に
大
な
る
綜
合
で
ぁ
る

'0

.
,
,
穴
、
.經
濟
史
の
滕
史
及
び
.經
濟
學
は
對
す
る
侬
屬

':
'
:の
主
な
る
大
學
0

1
な
る
細
橋
は
千
八
西
七
十
八
苹
の 

，

經
濟
史
が
惱
む
所
の
苦
痛
の
最
た
る
も
の
は
恐
ら
く
，:

同
校
の
課
程
に
經
濟
史
を
入
れ
れ
、
而
も
英
國
に
於
て 

_
れ
一
が
常
に
歷
史
及
，び

經

濟

學

に

？

.，歴
史
家
及
び
經
濟
は
今
日

S
離
も
斯
學
•の
敎
授
は
極
め
て
少
い
。今

H

ル
•
 

學
蒋
に
侬
賴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
ぁ
る
へ
乙
の
侬
風
の

-エ
ル
、

ブ
ラ
ィ
'ス一(

L

 

h
 pri_cex

經
觀
史
の
硏
究
、
第 

中

^
は
正
^
外

部

か

：ら
：：の

觚

戟

を

受

け

る

利

益

は

ぁ

る

\

五
頁)

^
從
へ
ば
千
九
西
十
八
年
に
於
て
次
ぎ
の
英
國 

^
、
又
其
れ
は
乙
の
利
益
ヒ
相
摭
^;
不

利

：益

を_

^
で
一
：'の
學
校
に
數
名
の
經
濟
史
の
，蹲
任
敎
授
が
居
た
、
：即
ち 

:居
る
。
：̂

0
不
利
益
_の
：一
づ
は
.專
.：問
.家

の

：
缺

乏

で

ぁ

:'
'「 

.マン
チ
エ
ス
タ

ー

に」 

.る
？

而
：も

經

濟

史

は

比

較

的

古

&
科
.學
：で

ぁ

る

。
：
紙̂
:
| V
名
、
偸
敦
經
濟
學
校
にi

一
名
。
私
は
こ
の
以
上
に
鄉
え 

述
ぶ
る
が
细
く
徽
十
八
-[
1
!
:
紀
：に
於
て
旣
に
進
ん
で
..ゐ

れ

|
"れ
事
を
知
ら
な
い
。
.勿
論
こ
の
主
題
は
次
ぎ
の
引
用
句 

/の
で
ぁ
各
。
第
十
八
®
紀
及
び
第
十
九
世
紀
の
.始
めに

. ：

一
に
示
3
れ
た
様
^
英
國
：に
於
.て
は
廣
ぐ
敎
へ
ら
れ
て
居 

’現
は
れ
た
無
數
の
著
作
に
關
す
る
事
は
今
す
.べ
：
て

こ

れ

\

る
が
、
而
も
：此
の
主
題
に
對
し
て
彼
等
の
全
部
の
：注
意 

を
密
略
す
る
-も
、
吾
人
は
尠
く vj

も

千

八

百

五

十

一
!

一
 
年

|

を
傾
到
せ
る
鄭
购
敎
授
^
依
る
も
の
で
は
な
い
の
で
ぁ 

早
々
.
.ィ
ナ
マ
V

ス
ー
ズ
ル
ニ
ネ
ッ
：グ

C
I
n
a
3
a
m
t
e
r
n
e
g
g
)
k

よ

I

る
。「

彼I

力
ン
二
ン
ガ
ム

)

の
生
勘
^
於
ズ
彼
は
自
分 

つ
て
’此&

主
題
に
關
す
る
學
術
的
講
演
が
爲
^
れ
た
事
の
主
題

S
し
f
t所

が

、

.

劍

橋

に

於

け

；る

私

の

時

代

，，

(

千 

及
び
早
く
も
千
八
商
七
十
八
年
及
び
九
年
^
於
て
同
ー
'-
:

A
百

九

十

年

—

九

十

四

年

)

に

於

て

は

歴

史

科

の

一

項 

學
者
が「

經
濟
史」
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界i

勢
ビ
其0
研
究
法
 

.

.
f 

S
 

'
1
三
1



.策
十
四
雄
：.

2
六
3
四)

.雜

.

.錄

_
欧
米
經
濟
史
界S

•
.趨
勢
i
其
の
研
究
法
' 

郯

十一

號

二

1U.1
.る

の

を

見

た

。

斯

學

は

此

所

：か

.
i

働

者
.の
有

誠

階

級

：

• 

k
普
及
し
今
や
廣
く
第
二
級
の
諸
學
校
で
敎
へ
ら
れ
v
_
 

®
る
。」

(

千
九
西
十
九
年
九
/1
ユ
コ
ノ

ミ
ッ

ク
、

ジ
ャ 

丨
ナ
ゲ
、三
九I
頁
、
ノ

オ
V.
,ス
夫
人(Mrs. 

K
n
o
w
l
e
s
)

.
 

は
斯
學
普
及
の
狀
を
傅
ふ
：る
も
の
.で
ぁ
る
'0 

•;
千
八
0|
九
十
ー一

年
，メ
ー
.グ
.：ァ：1
ト
大
學
は
7
_
シ
:>
.
レ 

丨(
A
s
h
l
e
y
)

を

?1
|
4米
利
加
狀
於
け
る
經
濟
史
の
最
彻 

の

、
文

恐

ら

ぐ

何

れ

の

：國

，

k
.於
て
も

*

^
の

敎
S

S
爲 

し

た
；0今

！！！

で

は

經

濟

史

の

敎

授

は
5!
>
米

利

加

：
の

四

，
大

.
： 

學
メ

.，-
ゲ
ァ
ー
ト
、
コ
ラ
：シ
グ
ィ
ア
、一ィ

.工
ル
、
及
び
ノ 

ミ
ネ
ソ
タ

k
見
出
さ
れ
.る
o
爾
餘
0
諸
校
に
ほ
斯
，
の
し 

研
究
に
沒
®
せ
る
數
名
0

M
-#
ぁ
る
も

V'
づ
れ
も
«:
*
,
 

莽
し
く
は
經
濟
學
科
に
綺
子
を
古
む
る
^
止
ま
つ
て
ゐ
'
 

る
0
;'
: 

> 

■ 

. 

.
I

V

斯
學
に
多
く
の
開
柘
者
を
出
せ
る
«
逸
に
於
て
す
ら
，
 

も
、
自
分
の
信
ず
る
處
で
.は

殆

ビ

、
ベ
チ
一
一

.ッ
ヒ
の
以
外
^

:

於
て
は
*
濟
史
の
講
座
な
く
斯
學
に
關
す
る
*

*
亦
®
:
.
, め

て
少
い
。
怫
蘭
鲺
^
至
つ
て
は
班
^
振
は
な
い
。
：

此
の
經
濟
學
者
及
.び
：歷
史
家
^
對
：す
S

S

S

:
 

生
題
を1

一
箇
の
•構

成

蓮

に

'分
つ
の
結
采
を
生
す
る
0 

, 

即
ち
臞
史
家
は
專
ら
遨
業
革
命
以
前
の
時
代
に
興
哝
を 

:

持
ち
、
近
時

'0
經
濟
學
者
は
產
業
苹
命
に
次
い
で
.至
.る 

.

時
代
：}?
:
興
味
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
、
か
く
し
て

清
敎 

I:

徒

革

命

後

：の

英

國

懑

政
.の
そ
れ
の
如
き
、
發
達
の
繼
續- 

|::
は
#
壞
さ
れ

'"
.滕
：史
0
全
雖
動
が
窖
3
れ
て
居
る
。
;

I

經
濟
.學
漭
は
'今
や

經

濟

史

に

：典

味

を

失

ひ

つ

、
$

I

:§
言
ふ
；。
.
.请

'1
>
然

|

せ
ば
經
濟
史
が
經
濟
學
者
の
努
■ 

|

カ

：！/
對

ム
.て
侬
腾
せ
る
點
ょ
&
し「

て
斯
學
に
對
す
る
明 

I.:

白
な
損
失
を
意
味
す
る

^
の

で

あ

る

。
派
の
曝
は
，ロ
：

|
:デ
ャ
ー
ス
、
ジ
ェ
グ
オ
ン
：スへ

)

3
0
1
1
3

)

、ダ
ン

パ
J

f
 

n
b
e
r

-/
ク
ン
ッ
グ(Taussig)'

藤

. 一'}

及
び
，フ
レ
ン
タ 

:

ノ

：の

如

き

經

濟

學

：考
0
高

惯

な

々

寄

：與.に

鑑

み

る

時

に'
 

’
#
k
,
さ

ラ

感

じ.ら

れ

る
•°
,
'

(

t

H 

)

、
.千
九
w
-t
九
'部
七
力
.‘

】
J

十
一
.
:
H、.タ
ザ
シ
タ
グ
敎
授
は
次
の

n

d
 
.

.
i
i
m
>
- 
•
 

l
l
l
r
l
l
i 

-

-•
-
.
-
- 

- 

-- 

n
g
.
N 

1
=
=
1
_
. 

j-fi

/

如
く
锻
い
r:
o「

ダ
ンx

丨
敎
授
n
身
の
研
究
は
概
ね
丸
0:
,性

質
|:
.
於 

て

歷

此

的

で

ぁ

气

彼|1
合
衆
^

の
金
融
比
か
|1
|
艰
し
た
|1
|
)も
彼
が
其 

丨
の
企
11
か
#

'
遂

ri
:
し
得
な
か
つ
れ
こ
d
ll
自
分
が
沿
•

—

遺
德
I:
-ぬ 

.
ふ
叫
で
め
る
。
彼
け
亦
合
衆
國
以
外
の
經
濟
史
上
の
败
简
の
㈣
^
殊
に 

■'
;
•观
關
西
革
命
の
際
の
ブ
ッ
シ
ヒ
ァ
紙

-m
の
歷
史
の
如
d
金
融
雄
悄
ゝ
及 

.び
和
湖
の
商
槊
及
び
；丄
槊
_の
.發

繼

！

：：，

關

し

浊

意

を

拂

つ

た

0尙
ほ
由
分 

は
合
衆
M
の
關
稅
史
に
關
す
石
私
ぼ
刼
の
蕃
作
が
哎
の
山
來
か
私
が 

ン
ハ
ー
ヴ
T
.丨
ト
*
學̂
^
率
.樂
.後
.||
1
]も
な
く
ダ
シ

.
'バ
|
.敎
授

'に
f
つパ
 

て
自
分

|:
與
へ
ら
れ

t:
喵
示

|:
,有
す
る

^

^
附
：|
«し
な

U
れ
ぱ
打
ら

o

I

 

:.

.
.

'

M'
に
：吾
人
が
セ
リ
グ
マ
シ
敎
授
のr

經
濟
史
上
の
すV 

•
V

T

0

*

m

^

K

M

.

»

«

«

^

«

ウ
.て
齎
ら
さ
れ
.た
も 

ぁ
セ
ヴ
歷
史
家
に
睐
つ
心
齋

!

れ
f

 

:
5で
ば
双 

い
，
^

&■
ざ
れ
ば
本
來
經
濟
學
R:
依
つ
て
.敬
發
さ
れ
た
/ 

-
.歷
史
家
に
ょ
つV

潇
ら
さ
れ
た
も
の
で
ぁ
ぎ」

、(

註
コ
ご 

ど
い
ふ
論
訣
を
許
す
ビ
す
れ
ば
益
ク
此
の
感
が
深
い
？

M
史
派
經
濟
學
が
不
信
用
ね
な
'p.
た
が
爲
.め
^

ゾ
若
し 

く
は
史
料
に
適
用
さ
れ
拎
統
計
的
方
法
が
失
敗
じ
だ
爲 

「

め
ば
?"
或
は
經
濟
史
が
注
產
か
6
分

配

に

盃

冬

典

敗

，
の

一
®

化̂:
炎

卿

を一

に
‘せ
ざ
ゲ
じ
爲
め
祀
广
經
濟
學
者
が
:.
'

、

.

——

■第
十

.四
^

.(

ー
六
三
吭

〕

雑

鼻

；

^

1

1

#

.

經
濟
史
に
興
味
を
失
'ひ
若
し
ぐ
ば
.失
ひ
ク
V
.あ
る
の
で 

-

あ
る
か
、
哲
か
は
言
明
し
雛
い
。

-が

兎

に̂]
經

濟

學

漭
 

は；1

方
研
究
と
し
て
0-
»

«
史
'に
®
^
を
失
ひ
つ
ゝ
あ 

:
る
か
も
し
れ
な
い

^
、
勿
論
他
方
^
於
て
は
虫
ビ
し
て 

\

說
明
.の
爲
め
ic
經
濟
史
料
を
使
用
す
るS

舊
惯
を
去
へ
っ 

.
た
も
の
で
は
な
い
。

•

^
 

V

愈
校
の
此
の.見
解C

千
九
再
十
九
％
五
力
六
u 

'

附
の
私
信
|:
現
|1
れ
れ)

と
、ソ
ゾy

1

フ
少
ド
ハso3§

rlad)QlrM 

j 

.

.
也
家
は
彼
が
乳
ズ
?:
所
の
c
a濟
史
の
.

〕

家
嵐
の
主
人
で
ゎ
る

」

、
-
€
一

 k 

\ 

ュ
、
I
'フ
 
ロ
.ィ
 

H
T
. 

(Brsuer)

..に

.
依

つ

て

writische sudicn,:..

\

.:'
:

..
'^irtscllaftsgeschic

pJt
e
(
I
9
i

'«p. 
1

8

9)

1:
!;
|
州

さ

れ?:
筲

槊

と
 

一..
か
對
照
す
る
時
は
興
味
が
深
い

0恐
ら
く
他
0
} 

|

つ
の
钆
解

IX
歷
史
家 

|
:'
:
‘が
先
づ
妞
物
か
妞
て
れ
が
、歷
史
派
經
渐
學
我
が
仕
上
げ
か
し
れ
、
郎 

ち
歷
史
家
が
决
産
を
叙
U!
經
濟
學
潘
.が
分
舰
^
附
如
し
れ
ミ
い
ふ
^

\

I-
ょ
つ
て
、徹
合
す
る
様
_し
見
え
る
、
若
.し
如
上
の
見
解
に
し
て
疋
し 

く
あ
る
な
ら
ば
第
三
の
時
代
け
經
濟
典
の
琢
門
家
が
斯
學
か
其
の
# 

株
な
る
必
哎
に
應
じ
て
打
述
つ
べ
.き
時
代
，て
あ
る
。
 

丨

«
人
が
生
.產
_
體
に
從
鹰
せ
る
永
き
經
驗
を
有
す
る 

.
經
濟
史
が
、
妬

.き
過
去
の
競
#
的
個
人
主
義
的
周
圓
{: 

養
成
せ
.
f
tれ
ft
る
.經
濟
學
の
.膝
し
な
い
、
而
し
て
&
き
'
 

靈

勢

■と
其
.の
^
究
：法
' 

ノ
第
十
1
號

• 

- 

H 

H



第
十
四
#

(

1
:六
1.
ハ：

)

'
:雜

.
錄
‘

欧
米
經
濟
也
界
の
趨
勢
i

l
研
究
■法
' 

.擎
一
號
.

ニ 

S 

將
.來
の
：經
㈣

•
教
に
ふ
つ
て
#

殊
な
る
或
翁
を
供
す
ぢ 

' た
：、「

終
極
の
目
的
は
領
土
せ
國
家
に
關
係
な
く
書
か
れ 

«

«
疑
な
き
事
で
あ
る
、
_

言
ぜ
ば
，
遠
含
中
1!
1
:
0過

:.
.
れ
る
人
類
の
經
濟
史
1
も
つ

^
;

j

も

千

九

西

十

年

.ブ 

去
の
_
色
.で
知
る
協
間
.と
：_
限
の
方
向
に
對
し
漸
次
に
'

ロ
ド
-
マ
ッ•(Brodnitz)

は
.、
何
ほ
未
だ
.
一
つ
の
經
濟 

つ
.
Vあ
る
傾
向
に
伴
ひ 

> 
經

濟

學

者

は

益

々

將

史

&

■«
か
れ
て
ゐ
な
い
、
ミ
誌
し
た
。
而
し
て
最
近
十 

來
に
對
す
る
指
導
S
し
て
昔
時
の
經
驗
に
歸
へ
：.る
.で
あ
一
年
間
の
終
末
に
方
つ

' て
も
此
の
言
葉
は
尙
ほ
眞
理
で
あ 

ら
y
ど
い
i

t
ヒ
は
理
由
あ
る
’事
で
.：あ
る
U':此

の

事

代

る

。
吾
人
并
普
遍
的
性
腐
の
經
濟
史
書
を
一
つ
も
持
た 

る
や
最
紀
本
能
€
愉
絡
0:
'
分
砰
に
：於
..て
心
理
學
者
の
敎
.
なS

の
で
あ
る
、

T

國
殊
に
英
國
に
關
す
る
數
多
の
敎 

訓
に
對
し
て
拂
ひ
、
且
つ
^

れ
に
高
僧
な
る
補
遺
を
行
：
科
書

1
尚
等
な
專
問
的
な
精
細
な
無
數
の
硏
究
が
あ
る 

つ
た
所
の
注
意
に
ょ
つ
て
並
行
.せ
ら
る
ベ 

> 事
勿

論

で

—
の
み
で
あ
る
。

あ
る
。 

+

旣
に
述
ベ
る
處
に
し
て
疑
ふ
べ
か
ら
ずV 」

せ
ば
'、
今 

:政
し
經
濟
史
の
侬

_

性
は
，經

«
史
瓦
科
辭
典
の
缺
'.
'
|は
經
濟
現
象
の
3 1

に
完
佥
な
る
分
析
を
伴
ひ
且
つ
適
當 

乏
、〉

經
濟
史
術
語
艴
觀
の
»
乏
、
«
粹
な
經
濟
史
に
，

i
な
比
較
硏
究
に
基
く
發
生
的
鬼
地
か
ら
書
か
れ
代
人
類 

ti
る
雜
誌
の
缺
乏
、(

今
を「

社
會
及
び
經
濟
史
の
季
刊
ヤ
の
經
濟
的
媵
史
の
時
代
I

で
あ
る
0
恐
ら
く
此
の
！
：
 

雜
誌」

は
確
に
無
い)

及
び
如
何
^
し
.て
經
濟
史
が
成
立
：

:;
問
に
於
<广
训
上
の
©
示
：
の
主
要
'
«
る

價

値

は

他

の

分

存 

せ
じ
か
を
語
.る
歷
史
の
缺
乏
せ
る
事
は
侬
る
の
で
ぁ
：

せ
る
諸
硏
究
に
獨
し
指
遵
的
影
響
を
與
ふ
べ
&
事
で
ぁ

申

八
]?
七

十

九

年イナ
マ
*
ス
ク
ル
ネ

ゥ
グ
は
言
つ
若
し
：經
濟
史
が
史
學
及
び
經
濟
學
代
依
屬
す
る
せ
い

ふ
事
が
悉
く
其
の
不
利
に
«
い
.た
ビ
し
た
な
ら
ば
、
其
.

の
救
濟
策
は
、
此
の
場
合
經
濟
史
を
獨
立
.#
問
化
す
る 

寧
^
在
名
卜
但
し
^
つ
の
本
來
め
屯
題
^
於

け

る

重

點： 

ミ
敎
養
ビ
の
平
衡
は
こ
れ
を
放
棄
し
な
い
の
で
あ
る
。
 

蔻
し
歷
史
家
は
經
濟
的
分
析
の
新
形
式
に
就S

て
の
其
：
一
 

の
a
解
を
缺
く
の
傾
き
が
あ
ヵ
ノ
經
濟
學
者
は
最
近
め
パj 

膝
史
硏
努
法
に
®
い
て
：始
v
知
る
處
無
き
が
如
く
で
あ
'' 

る
か
ら
。
凡
そ
經
濟
史
の
諸
間
題
は
页
に
獨
立
的
な
地
;: 

位
を
其
れ
0
身
に
特
に
生
®
す
ベ
&
究
分
な
も
の
が
あ 

る
の
で
あ
る
。
-今
や
.歷
犯
の
經
濟
的
:«
轉
^
前

ん

ず

る

\ 

.も
0
に
：と
つ
て
斯
學
の
騰
究
が
興
味
を
奥
起
し
つ
、
；ぁ 

る
の
み
な
ら
ず
、
弊
働
階
級
の
摄
踉
に
注
意
せ
る
も
の 

及
び
過
去
の
經
濟
的
發
達
の
祁
實
、
現
往
の
狀
德
s

 j 

明
を
助
け
、
將
來
の
結
朵
を
指
摘
す
る
を
得
る
諸
事
實
■' 

を
知
ら
ん
S
欲
す
る
入
々
R
ょ
つ
て
#
味
を
以
て
迎
ぺ 

_ら
れV

居

る

.0
諸
市
洗
び
諸
■
に
，於
け
る
勞
働
蒋
の
權 

利
沖
長
が
、
經
濟
史
の
研
究
を
刺
戟
甘
る
は
恰
も
中
產
:■
'

階
級
の
勝
利
が
、
.憲
法
及
び
政
治
史
の
研
究
を
刺
戟
せ
’ 

し
ミ
同
斷
で
あ
る
。
夂

*|
«

*學
梭
及
び
中
等
學
校
k
於 

け
る
經
濟
史
の
雷
要
は
、‘古
会
滕
史
叉
び
魯
の
經
濟 

學
が
い
づ
れ
も
完
全
に
遨
後
の
未
來
に
就
い
て
のi

般 

的
必
要
に
答
ふ
る
を
得
ざ
る
が
た
め
で
あ
る
。

''
.七、結：
論

3
れ
ば
吾
人
.は
豸
0 .
^

^

に
於
て
、

現
在
め
傾
ぬ
が
、
.
 

1 ,

時
不
振
の
後
に
於
て
ノ
經
濟
史
に
觅
に
大
な
る
カ
點 

を
附
し
つ/V

あ
る
事
、
過
ぐ
る
數
年
間
に
於
て
勞
資
ニ 

.者
の
反
目
次
第
に
’大

を

加

ベ

れ

る

が

た

.め

資

本

及

び

勞 

働
の
歷
史
^
殊
に
重
き
を
說
か
れ
た
么
.寧

、

此

の

傾

，
！
： 

:は
瓤
濟
史
の
內
容
の
3 1

に
::
.
ー
 
層
完
全
な
る
分
析
を
反
，照 

す
る
他
の
諸
硏
究
に
依
つ
て
平
衡
せ
ら
.る
べ

き

も

吵
な
 

る
事
、
編
年
的
及
び
劃
期
的
研
究
が
發
注
的
硏
.究
^
侬 

つ
て
補
肋
.せ
ら

る

べ

き

事

、

令
！：！：

ま

で

も

優

秀

な

る

摩

9 1

家

及

び

經

濟

學

者

の

手

裡

：̂

あ

る

麒

濟

史

の

指

導

は 

今

後

页

に

一

曆

有

利

^

其

の

分

野

に

於

け

る

專

問

家

の 

利
用
す
る
處
ビ
な
る
ベ

^
事

^
を
»
し
得
る
の
で
あ 

る
，。(

完)
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來
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